
フレージングの幅を広げる
トライアドの転回型
　メイン・フレーズ2小節目3&4拍目（Dコー
ド）は、トライアドの発展ポジション【註】に
なっているので注意しよう（図1）。通常のトラ
イアド・ポジションでは最低音をルート音にする
ことが多いが、ここでは最低音が3rd音であ
るF 音（4弦16フレット）になっているのがポ
イントだ。また、1弦上ではB音（19フレット）
＝6th音というテンション音も加えている。こ
のようにトライアドを転回して、さらにテンショ
ン音を加えると、メロディ・ラインに変化を付け
ることができるのだ。また、このポジションは
1弦と3弦がともに14フレット&19フレットにな
るため弾きやすい。このようなトライアドの転
回型を活用するとフレージングの幅を広げられ
るので、ぜひ覚えよう!

変則オルタネイトを導入して
アウトサイド主体でプレイ!
　メイン・フレーズ3小節目2拍目では、オルタ
ネイトのピッキング順番が不規則になっている
ので気をつけよう。ここでは、2弦17フレット
をダウンで弾いたのち、プリングを挟んで、1
弦をアップで弾く（写真①～④）。通常のオル
タネイトの順番では、この1弦はダウンになる
が、このようにアップで弾くことによって、こ
れ以降の高音弦へのスキッピングがすべてアウ
トサイドになる。このようなリズミカルなスキッ
ピング・フレーズは、高音弦への移動はインサ
イドよりもアウトサイドの方が演奏しやすいの
で、あえてピッキングの順番をズラした方が良
い。オルタネイトの順番はズレるが、16分音
符のリズムに乗り遅れないように注意しよう。
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　ポール・ギルバートの符割りがキッチリした
超絶プレイは、理数系出身の著者にとって、
比較的理解しやすかった。彼が登場するまで
はコード・トーンを速弾きすると言ったら、ス
ウィープで上昇／下降するのがスタンダード
だったので、スキッピングを使ってリズミカル
に演奏する彼のスタイルは斬新だったね。ま
た、彼はタッピングを使ってコード・トーンをメ
ロディアスに演奏するなど、メロディ・センスも
非常に良いギタリストでもあるのだ。電気ドリ
ル奏法を行なうなど、アイディアマンでもある
彼の作品を聴くことで、ギタリストとしての引
き出しを増やすことができるだろう。

著者・小林信一、かく語りき
ポール・ギルバート編

MR.BIG
『リーン・イントゥ・イット』
　1991年に発表された2ndアル
バム。楽器陣による超絶プレイは
もちろんのこと、キャッチーなメ
ロディを聴かせる傑作だ。

ポール・ギルバート
『バーニング・オルガン』
　ポールが持つポップな音楽性が
凝集した5thソロ作。テクニカル
なプレイを土台にしながら、実験
的な要素も取り入れている。

3小節目2拍目。まずは2弦17fをダウンで弾く。 プリング中に右手を1弦下に移動する。

空振りを入れずに、1弦のピッキング体勢に入って…… 15fをアウトサイドのアップで弾こう!

【トライアドの発展ポジション】  このメイン・フレーズでは、2小節目以外でもテンション音を加えている。例えば1小節目2拍目の1弦14f=F 音は、Gコードの△7th音になるのだ。ほかのテンション音もぜひ調べてみてほしい。


